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資料 SOSアンケート 分析結果

Ⅰ 因子分析結果

①学校家庭適応感尺度 小学校
＊主成分分析や因子分析の結果から、単因子構造と判断した。

・項目分析
＊５つの項目で天井効果が見られたが、国研の調査からいずれも必要であると判断し、８つの
質問をそのまま採用した。

・主成分分析

因子分析とは？
データ間のつながり（相関関係）をいくつかの塊（因子）に分けて説明する手法。
概念などの直接的に測定できないようなものの構造を調べ、共通する因子をまとめることがで

きる。

主成分分析とは？
データ間のつながり（相関関係）にある複数の要因に重みをつけ、総合的な評価や順位、特性を

分析する手法。
データ間の共通する情報を集約することができる。

項目分析とは？
質問項目のなかから、測定しようとしているねらいを適切に表していると考えられる質問項目

だけを取り出すために用いられる手法。
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・２因子と仮定した場合 ・単因子と仮定した場合

②学校家庭適応感尺度 中学校
＊主成分分析や因子分析の結果から、小学校同様に単因子構造と判断した。

・項目分析
＊小学校と違い、「友だちと何かをするのは楽しい」の質問のみで天井効果が見られたが、友人と
の適応を探る重要な質問項目なので削除せずに残した。
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・主成分分析

・２因子と仮定した場合 ・単因子と仮定した場合

③ストレス反応尺度 小学校
＊因子分析の結果、「何となく心配になる」と「眠れない」の質問項目を除いた４因子構造と判断し
た。それぞれの因子を第１因子を『不安感情』、第２因子『無気力』、第３因子を『不機嫌感情』、第４
因子を『身体反応』と命名した。なるべく、１つの因子の下位尺度に３項目以上を含めたいが、「何
となく心配になる」を除いたため、『不安感情』は２項目のみとなった。
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・項目分析
＊多数の項目でフロア効果が見られたが、いずれも尺度構成上、必要な質問項目であると判断
して削除せずに残すことにした。

・主成分分析

・３因子と仮定した場合

・４因子と仮定した場合
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・「心配になる」と「眠れない」を除いた場合

④ストレス反応尺度 中学校
＊因子分析の結果、「疲れやすい」と「眠れない」の質問項目を除いた４因子構造と判断した。
小学校と同様にそれぞれの因子を『不安感情』『無気力』『不機嫌感情』『身体反応』と命名した。

・主成分分析
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・項目分析

・３因子と仮定した場合

・４因子と仮定した場合
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・「疲れやすい」と「眠れない」を除いた場合

⑤ストレッサー尺度 小学校
＊主成分分析や因子分析の結果、４因子構造と判断した。それぞれの因子を第１因子『友人関
係』、第２因子『教師関係』、第３因子『勉強関係』、第４因子『家庭関係』と命名した。

・主成分分析
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・項目分析

・４因子と仮定した場合

⑥ストレッサー尺度 中学校
＊主成分分析や因子分析の結果、６因子構造と判断した。それぞれの因子を第１因子『勉強関係』、
第２因子『教師関係』、第３因子『友人関係』、第４因子『家庭関係』、第５因子『友人発言』、第６因子
『部活動』と命名した。
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・項目分析

・主成分分析

・５因子と仮定した場合

・６因子と仮定した場合
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⑦自尊感情尺度 小学校
＊主成分分析や因子分析の結果から、１４項目の単因子構造と判断した。

・項目分析
＊天井効果が２つの項目で見られたが、どちらも必要な項目と判断し、削除せずに残した。

・主成分分析

・２因子と仮定した場合 ・単因子と仮定した場合
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⑧自尊感情尺度 中学校
＊主成分分析や因子分析の結果から、小学校同様に１４項目の単因子構造と判断した。

・項目分析

・主成分分析 ・単因子と仮定した場合
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⑨他尊感情尺度 小学校
＊主成分分析や因子分析の結果から、自尊感情と同じく感情は１つの因子で構成されると考え、
１４項目の単因子構造と判断した。

・項目分析
＊多数の項目で天井効果が見られたが、先行研究から「他尊感情尺度」の特徴と考えられるので、
削除せずに残すことにした。

・主成分分析
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・２因子と仮定した場合 ・単因子と仮定した場合

⑩他尊感情尺度 中学校
＊主成分分析や因子分析の結果から、小学校同様に１４項目の単因子構造と判断した。

・項目分析
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・主成分分析

・単因子と仮定した場合

Ⅱ 相関分析

①平均・標準偏差 小学校

②相関係数 小学校 （各尺度の平均点での比較）
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相関分析とは？
国語の成績と読書量のように2 つの変量があってその関係を調べ解析する手法。
相関関係は、片方の量が増加すると、他の量も増加する正の相関関係と片方の変量が増加する
と他の変量は減少する負の相関関係がある。

１．０≦相関係数ｒ＜０．７ ：強い正の相関がある
０．７≦相関係数ｒ＜０．４ ：かなり正の相関がある
０．４≦相関係数ｒ＜０．２ ：やや正の相関がある
０．２≦相関係数ｒ＜－０．２ ：殆ど相関はない

相関表の見方
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・適応感項目と自尊感情・他尊感情の比較

③平均・標準偏差 中学校

④相関係数 中学校 （各尺度の平均点での比較）

・適応感項目と自尊感情・他尊感情の比較
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⑤ストレス反応・ストレッサー因子と自尊感情・他尊感情の比較

Ⅲ T検定及び分散分析

①男女の比較 小学校
・適応感

・ストレス反応

・ストレッサー

・自尊感情

・他尊感情

②男女の比較 中学校
・適応感

・ストレス反応

Ｔ検定、分散分析とは？
２つの群の平均の差が偶然の範囲内にあるかどうかを調べる手法がＴ検定。３つ以上の群で

調べることができる手法が分散分析。
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・自尊感情

・他尊感情

③学校規模別 小学校
・適応感

・ストレス反応

・ストレッサー

・自尊感情

・他尊感情
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④学校規模別 中学校
・適応感

・ストレス反応

・自尊感情

・他尊感情

⑤学年別
・適応感

・ストレス反応
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・ストレッサー

・自尊感情

・他尊感情

Ⅳ ２要因分散分析
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Ⅴ 重回帰分析

重回帰分析とは？
あることの結果である数値と要因となる複数の数値の関係を調べて、それぞれの因果関係

を明らかにする手法。
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Ⅵ グラフ

①自尊・他尊３群とストレス反応 ②自尊・他尊３群とストレッサー

③学年・学校規模別の学校家庭適応感 ④学年・学校規模別のストレス反応

⑤学年・学校規模別のストレッサー ⑥学年・学校規模別の自尊感情
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⑦学年・学校規模別の他尊感情 ⑧小・中学校学校規模別ストレッサー

⑨小・中学校学校規模別学校家庭適応感

⑩小学校男女別適応感
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⑪中学校男女別適応感

⑫小学校男女別ストレス反応

⑬中学校男女別ストレス反応



- 資料 25 -

⑭小学校男女別ストレッサー

⑮中学校男女別ストレッサー

⑯小学校男女別自尊感情
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⑰中学校男女別自尊感情

⑱小学校男女別他尊感情

⑲中学校男女別他尊感情


